
                      ３月２日垂水駅前での募金活動を行いました。４班に分かれ 

                          て、声のかけ方、挨拶の仕方、募金の受け取り方などを確認し 

                                                て１１時から１３時の２時間 

                                                行いました。天気は良かっ 

たのですが、風が冷たく寒 

い状況でした。そんな中で 

も生徒たちは大きな声を出 

して能登半島地震への支 

援を呼びかけてくれました。小さなお子さんやご高齢の 

方、ご夫婦など多くの方が関心を寄せられ、募金箱に 

募金を入れていただきました。ご協力いただいた皆様、 

本当にありがとうございました。いただいた募金は関係 

機関を通じてお届けします。 

 ３月４日には多聞東小学校４年生と環境防災科１年 

生が連携授業を実施しました｡本校生は身近な防災や 

液状化現象などテーマを持って小学生に説明をしてい 

ました。小学生もとても聞く姿勢が良く、連携の成果は 

かなり上がっていると感じました。このような活動は地道 

ではありますが、本当に必要で、実際の災害があったと 

きに動ける人を育てていかねばならないので、南海トラ 

フ巨大地震に備え、今後も要望がある限り継続して続 

けて行くことが大切だと感じました。 

さらに３月４日・５日は学年毎の球技大会が行われまし 

た｡２年生は男子がバスケットとサッカー､女子がバレーと 

サッカー、１年生は雨天でしたので男女ともドッジボール 

になりました。クラスＴシャツ着用のチームもあり、大きな歓 

声を上げながら楽しんでいたようです。 

 ３月４日には２年生の看護医療系受験希望者への説明会があり、２０名弱の生徒 

が熱心に講師の先生方の話を聞いていました。いよいよ最終学年になりますので、気 

持ちも入ってくると思われます。自分たちの目標に向かって取り組みを進めてください。 

さらに５日には２年生対象で講義室と教室をオンラインでつなぎ､卒業生が進路に関す 

るアドバイス及び質問に答える形式でのキャリア教育を行いました。６日には２年生が進 

路ガイダンスを行い、各大学、専門学校さらには大学入試における問題の解き方や考 

え方、対策等を外部講師の先生方から教えていただく機会を持ちました｡３年生が卒業 

した今、自分たちの現実的な今後の進め方をイメージできたのではないでしょうか。 

 また３月６日、１年環境防災科の生徒たちは、環境省ラジエーションカレッジセミナー 

「放射線の理解を広めよう～今､福島から伝えたいこと」の事業を受け、一般社団法人 

かわうちラボ井出理事から「福島第一原発事故の避難対応とその教訓､復興状況」と 

いうテーマで講演を聞かせていただきました。福島県川内村の全村避難、帰還、除染 

作業、復興事業の中心として役場に勤務されたご経験からの貴重なお話でした。原発対応など予想もしてい

ないことに加え、情報が入らないなどかなりのご苦労をされたことがお話から伺えました。１３年経っても戻らない

部分とそれを超えて前に進まなければならない部分を考えて行くことはかなりの困難が予想されます。それらを

含めての引き続きの支援、能登半島地震ではまた違った対応にならざるを得ない状況を理解して、私たちにで

きることを考え､継続的な支援の必要性を感じた講演でした。私たち自身も感じている「伝える､語り継ぐ、繋がる」

大切さを今後も被災地域の方々と一緒に考え、災害に備えていかねばならないことを改めて感じました。 
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